






　本市は、全国平均を大きく上回るスピードで少子高齢化が進んでいます。少子化は、市勢浮揚を妨げる最大の元
凶であるため、少しでも食い止める必要があります。市では、子育てしやすい環境づくりに加え、雇用環境の充
実、結婚しやすい環境や雰囲気づくりなど、連動性のある多角的な施策を実施していきます。また、高齢者が地域
社会を支える担い手としていつまでも元気に活躍できるよう、健康づくり、生きがいづくりを推進します。さら
に、障害者など社会的に弱い立場の人ができる限り自立し、生き生きと生活できるよう、関係機関をはじめさまざ
まな連携を通じて支援していきます。医療面では、市立八幡浜総合病院が完成すれば、今まで以上に高度な設備、
体制が整います。引き続き、スタッフ確保に全力を尽くし、地域の中核病院としての機能を果たすとともに、市内
外の医療機関との連携を強化し、市民の誰もがいつでも安心して医療サービスが受けられるよう努めます。

　地域が自立し発展していくためには、競争力のある産業が欠かせません。活力ある産業は、雇用の場を増やし、
若者の定住を促す等、地域に活力をもたらします。本市には、柑橘栽培を中心とする農業や水産関連産業など、他
地域に負けないブランド力を持つ産業が育っています。今後は、将来を見据え、激化する産地間競争に打ち勝つた
め、加工品開発など地域産品の高付加価値化を積極的に進めていきます。また、「商都復活」に向けては、かつて
と大きく変わった消費者行動を踏まえ、新たな視点に立って、商工団体などと連携しながら有効な対策を講じてい
きます。観光面では、ちゃんぽんやみなっと効果により本市への来訪客が増えてきました。今後は、市内各所にあ
る地域資源をうまく連動させながら、この流れをより広いエリアへと拡大し、経済効果が還流する仕組みづくりに
努めます。







【市民活動の推進】
　▶市民団体による自主活動の支援
　▶男女共同参画の推進による女性活躍の場づくり
　▶NPO育成のための中間支援業務の充実  等
【産官学連携の推進】
　▶大学・企業との連携
　▶まちづくり・防災協定の推進  等

基本計画

基本計画

【健全財政の維持】
　▶優良起債(過疎対策事業債、合併特例債)の活用
　▶国・県の補助金等の活用  等
【公共施設等の適正かつ効率的な管理運営】
　▶廃止施設の効果的な利活用と民間への譲渡
　▶公共施設等総合管理計画の策定  等

施策分野
6 市民活動・産官学連携

　まちづくりの主役は、市民です。これまでもマウンテンバイクコースの整備、ちゃんぽんのまちづくりをはじめ
環境美化活動、福祉ボランティア、防災活動、各種イベントなど、市民による自主的なまちづくり活動が進めら
れ、特に、近年、若者が積極的にまちづくりに関わる姿が見られるようになりました。このような流れは、「市民
と行政の協働のまちづくり」の礎として大きな推進力となるものであり、また、ふるさとに対する市民の愛着や誇
りを生み出す源になるものです。市では、まちの元気創出につながる市民活動をさらに活発化させ、ひいては市民
団体同士あるいは市民団体と行政など多様な連携が生まれるよう、市民活動に対する各種支援策を講じていきま
す。また一方で、より良いまちにしていくためには、客観性と専門性を持った外部からの視点も大切です。今まで
以上に積極的に地元の大学や企業などと連携し、的確かつ高度な施策の立案、推進を図っていきます。

施策分野
7 財政運営

　市の活性化に向けてさまざまな事業を実施し、市民サービスを十分かつ安定的に提供する大前提となるのが健全
財政を維持することです。そのためには、まず、市税や地方交付税など、市の裁量で自由に使える一般財源を確保
しつつ、一方で国、県などの補助制度や過疎対策事業債、合併特例債など優良起債を活用しながら、限られた財源
の重点的配分と無駄な経費の削減、さらに将来的な財政負担の軽減と平準化を図る必要があります。また、老朽化
し、あるいは市町合併により重複している公共施設について、その必要性を再検討し整理統合を進めていくこと、
さらには、学校等の統廃合により今後ますます増えてくる遊休市有地の活用を図ることも必要になってきます。そ
のほか、行政サービスの効率化、市民との協働の推進、職員の意識改革など、あらゆる角度から行政運営の方法を
点検、改善し、着実にまちづくりを進めることができる財政環境を整えていきます。
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